
 

  研究課題名︓ 決定⽊を⽤いた院内下痢症の発症予測モデルの作成

  所属(診療科等)︓ 公⽴昭和病院 初期研修医 栗栖健

  研究責任者(職名)︓ 公⽴昭和病院 感染症科 ⼩⽥智三

  研究期間︓ 2018 年 8 ⽉ 2 ⽇〜2019 年 3 ⽉ 31 ⽇

  研究⽬的と意義︓ 院内下痢症は⼊院患者においてしばしば経験する問題である。 
院内下痢症のリスク因⼦の報告は数多く為されているが、発症を予測するモデルに
関する報告は無い。また、複数のリスクを持つ患者に於いて、どのリスクが最も重
要であるかに関する研究も少ない。 
本研究の⽬的は、決定⽊アルゴリズムによる院内下痢症の発症予測モデルを作成す
ること、および同モデルにより、複数のリスク因⼦を持つ際の因⼦同⼠の関係を明
らかにすることである。

  研究内容︓ ●対象となる患者さん 
脳梗塞の傷病名で⼊院している患者

  ●利⽤するカルテ情報 
年齢や性別などの基本情報、投与した薬剤、⼊院中の排泄状況 

  ●研究⽅法 
上記対象患者のカルテのデータを、後ろ向きに検討を⾏う。 

 ●利⽤する研究機関の範囲 
公⽴昭和病院、東京⼤学医学部付属病院 
論⽂が研究雑誌に公開された場合、研究不正防⽌のための追試等を⽬的として、第
3 者の研究者と完全に匿名化されたデータを共有する可能性がある。 

  問い合わせ先︓ 【研究担当者】 
 ⽒名︓栗栖健  (初期臨床研修医) 
 住所︓⼩平市花⼩⾦井 8 丁⽬ 1 番 1 号 
 電話︓042（461）0052（代表）  FAX︓042（464）7912 
【ご意⾒・相談窓⼝】(臨床研究・診療内容に関するものは除く) 
 総務課 042（461）0052 内線 2247 
 受付時間︓⽉〜⾦ 9:00〜17︓00（祝・祭⽇を除く） 

 


